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            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ９時00分 開議 

〔４番森本 夫議長席に着く〕 

○議長（森本 夫君） おはようございます。 

 ただいまから再開します。 

 本日の会議を開きます。 

 本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（森本 夫君） 日程第１、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、お手元に配付しております一般質問一覧表のとおり、通告順に従って10番

引地議員の一般質問を許可します。 

 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） おはようございます。 

 それでは、私の一般質問を今から始めさせていただきます。 

 町長、きょう朝地方新聞に町民の方から寄附をいただいたと、朝早くその新聞を読んで感動

したんですが、そのことであなた、どう感じられましたか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私もその新聞見させていただきました。町民の皆さんの関心の高さがある

んかなあと、そういうことを、町民の皆さんが後から押してくれるということはまことに私に

とってはありがたいと感じております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いや、それを町長感じて、町立病院の問題について絶対失敗してはいけ

ない事業やと、ほんで今後、後世にツケを回さないようにとか、そういうことで町民幅広く意

見を聞いて失敗のない事業にしようと、そういう考え新たに持って、どうですかね、いろんな

シミュレーションもし、まだまだこれからコンサルの結果も見、ほんでいろいろシミュレーシ

ョンして、財政の面もありますね、そういうことを考えてやらなくちゃいけない事業だと思う

んですけどね。 

 町長、病院建設に対しては町民皆さんの意見を聞き、あなたのお考えはこうやと言い切って

独走せんように、みんなの、いろんな経営方針に至っても、いろいろとその場所の選定に至っ

ても、ほんで返済のシミュレーションとか、そういうのもすべてとって、一遍提示してくださ

い。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） もちろん私の独走でやるわけでもありませんし、今後これからの短い期間

でありますけれども、できる限り町民全体の意見っていうんか、一人一人は聞くわけにいきま

せんので、今もけさほども総務課長にいろいろな代表者的な人をピックアップしてその人の意
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見、コンサルの資料となるような、そういうように今けさも指示したところでございます。そ

して、いろいろな角度から病院経営の分析というのも、コンサルが出していただくことについ

ては皆さんに提示して、いろいろな御意見もまた今後求めてはいきたいとは思っております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 先日、きのうやったですかね、５番田中幸子議員の質問の中で今の町立

病院の経営状態でいければ、返済、起債起こしてそれを償還するのに問題がないような答弁し

たと思うんですけど、僕の聞き間違いだったら、まだ文書見てないですからはっきりわからな

いんですけど、そんなこと言いませんでした。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） 先日の行財政改革の特別委員会の中で、病院建設に係る一般会計

のほうの繰出金の試算というものをしました。それは病院が今計画しているもので仮の試算な

んですけども、それによりますと、端的に言えば一般会計からの繰り出し分というのは大体１

億円ぐらいから、ピーク時で１億円ぐらいですね、それから5,000万円ぐらいの繰り出しとな

ります。大半の分につきましては交付税措置がありますので、そちらのほうで交付税のほうか

ら補われるような形となります。 

 以上です。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 病院、経営内容はそのままの状態でいったとしても、建物を建てる、新

病院建設に至って、うち貯金となるもの何にもないですね。だから、その返済っていうのはど

うしても想像できるのに２億円ぐらい要るんじゃないですか。 

 それは、ほんだらその財源、新病院建設したら当然新たに借金出てくるでしょう。それは、

ほんだらどのようになるんですか。今の新たに借金はどっから捻出するんですか。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） ただいま申し上げましたのは、一般会計からの繰出金の増加分と

いうことになります。あと問題となりますのは、実際の病院経営のほうということになろうか

と思います。実際その病院自体が建設してやっていけるかどうかというのが非常に大きな問題

になろうかと思います。また、病院のほうでの起債償還分っていうんですかね、今お話しした

のは一般会計からの繰り出し分のお話なんで、病院は病院会計のほうでまた起債償還とある程

度の利益も上げていかなんだらあかんという状態にあろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 当然建てれば新たな借金を返すお金がふえるということでしょう。その

お金をどっから捻出するんですか。 

 今六十何億円かある那智勝浦町の財政の中から、どこを削って借金の返済に回すんですか。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） 当然ピーク時で１億円ぐらい、それからその後5,000万円ぐらい



－130－ 

の繰り出しの増というのが一般財源のほうから出されることになります。その分につきまして

は健全化も効果も上げなければならないところなんですけども、住民の皆さんが新病院建設す

るに当たって出し得る額であるかどうか、そこらあたりも検討しなければならないところかと

思います。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 内訳の人件費、投資的経費とかいろいろ書かれてましたね。あそこか

ら、福祉のほうから当然削るということはできませんね。そしたら、考えられるのに投資的経

費の中から削っていくんですか、それとも人件費の中から削って、それを充てるんですか。 

 町長、どうですか。投資的経費は減るおそれはないんですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） それは総合的に判断していくことでございます。もともとの総額的には起

債を起こして病院を建設していって、後は交付税措置と病院経営の中で、今1,600万円黒字に

なったとか、それが黒字幅がふえればふえるほど病院のほうも楽になっていくかと思うんで、

その辺は新病院建設した後にそういうふうな努力も含めていろいろな方策はこれから立ててい

かなければいけないと思います。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いやいや、簡単に答えてください。ちょっと僕頭悪いのでわからない。 

 投資的経費が今後減ること、今回22年度ですね。23年度減ることはないですか。病院を建て

ることによって投資的経費が減るようなことはないですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 23年度においてはありません。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 当然23年度においてはないでしょう。23年度に建設するんじゃないです

よ。ほんじゃから、病院を建てるでしょう、建てて起債始まるでしょう。そのときに、今投資

的経費がありますね、そこから減らされるようなことであれば、当然こんだけ那智勝浦町も経

済っていうか、冷え込んでるじゃないですか。ほんで、そこがまた行き先、そこの投資的経費

が減らされるによって、明るい展望ちゅうのは見えないですね。投資的経費を削られるような

ことがあれば、先々この冷え切った那智勝浦町、今どうでしょう、建設業界にしろ、何にし

ろ、土木業界にしろ、観光にしろ冷え切ってあるんですよ。 

 そこへ病院建設によって投資的経費が少なくなるというのはずんずんずんずん那智勝浦町冷

え切っていくような状態になっていきませんか。だから、そこを心配しているんですよ。そう

いうことがないんですかと。そらあ多少なりともあるのは仕方ないけど、１億円、２億円がま

るっきりこっちへ、病院建設のほうへ回っていくんやというたら、大変なことじゃないです

か。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 総合的にそれはやっていって、それは削るとこは、投資的経費の部分も削
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ることもあろうし、住民課でいえばクリーンセンターのほうもとか、いろいろその中のやりく

りは今後していく中で、当然やっていけれるという目策を今後は詰めて、コンサル等いろいろ

な資料を集めた上でどういう方向性が出るかということ。ただ、今の段階では、副課長も申し

たように、こういう形でやっていけれるということだけしか、今のとこははっきりとは言うこ

とはできませんけれども、今後はそういうことも含めて出ていくと、決断していけれると。そ

れが議員おっしゃるように、何が何でも優先課題をするのと選別しながら、投資的経費ってい

うのは今建設業、病院建設に当たってはその分投資的経費の中で土建の仕事も当然生まれて発

生してくるでしょうし、そういうこともあわせてやれば、さほど投資的な建設業の費用もその

間なくなるということは、減っていくということはプラス・マイナスにすればないんじゃない

かと私は感じております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いやあ病院建設、多分あれですよ、土木事業……。あんな大きな事業を

するのに、勝浦の小学校に当たっても、地元業者できなんだじゃないですか。ほんじゃから、

あそこで病院、僕その新築によって地元の建設業が潤うなんていうことはちょっと納得いきま

せんけどね。多分地元の業者が参加できたとしても、ごく微々たるもんじゃないですか。勝浦

小学校に至ってもそうじゃなかったですか。 

 だから……。あなた、海士町を視察に行きましたね。そのとき、済んません、ちょっと飛び

ますけど、海士町を視察に行って何か実になったことありますか。どんなことを感じられまし

た。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 海士町もＩターンの先進地であります。そういうところを参考にさせてい

ただきました。あそこらはそういうことで、Ｉターンの方が企業を起こしていろいろな地元の

雇用も含めてされていたと。あそこのテレビにも出てましたように、水産加工の中でＣＡＳ冷

凍ということをやって、今新鮮な、今までは松江まで持っていった魚が鮮度が落ちるというこ

とで価値が下がってたところを、現在は冷凍方法によって品質も向上して、魚価の単価もほか

の相場よりも上がったと聞いております。そういうようなことを海士町では私は参考になった

なあと。うちも当然水産の町なので、そういうことでございます。 

 そして、あなたが言うように地元の勝浦小学校については入札の単価も見てのとおり、地元

の中で下請できるということは業者も優先的に考えてくれていたったみたいですけども、なか

なかそういう中で下請ができなかったということでは、コストが下がった分、行政にとっては

プラス・マイナスを考えると、どっちがよかったかというのは、やっぱり地元の企業もそうい

うふうな形でやれるか、やれないかという問題も出てくるでしょうし、そして今回はいろいろ

な場所選定の中で、今後の問題になろうかと思うんですけども、附帯工事については地元の業

者を優先して工事を出していくと、そういうような方法で地元の業者にも工事の発注はできる

だけ出していくということを考えております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 
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○１０番（引地稔治君） その海士町のことなんですけど、海士町は僕テレビでしか知らないんで

すけど、テレビを見て感じたんですけど、町長海士町へ現実に行かれてそんだけ、今言われた

ようなことを感じたというんですけど、大きなことは僕違うと思うんですよ、海士町がやった

ことは。僕の感じた感じ方が違うんかどうか知りませんけど、海士町というのは、地元の企業

ではもう体力がないと、事業を起こすのに何にしろ、土建業も冷え切っていると。ほんで、そ

れで牛ですかね、牛を飼ったり、カキを養殖したりとか、そういうの出てましたけど。それ

に、あれは第三セクターみたいな形で経営なされていたんですか。もう冷え切って、地元の人

ではどうにでも、一般の人ではようせんと。ほんで、町民の人が、町がある程度の支援をして

そういう事業を行って、後は頑張ってくださいと。ほんで、町長も財政がもうこれ以上、民間

にも体力ない、ほんで今はある程度何とかなるのは町ということで、町長もその中で投資的経

費をふやすために我がみずからが削減したじゃないですか。ほんで、議員、職員、皆嫌ですけ

どって言ってましたけどね。それから捻出してやったんじゃないですか。そして、全員危機感

を持って、町民の方も行政と一緒に危機感を共有して、町民の人もみずから、どうですか、路

線バスの廃止、これはもう廃止してくれてもいいですとか、そういう動きになったんやないで

すか。 

 海士町の大きな動きっていう、行財政改革っちゅうのはそこやなかったんですか。視察へ行

って、それ感じませんでしたか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私が一番感じたところを言ったまでで、向こうでは土建業の方が今牛の何

ですか、牛を飼って、今ようやく採算とれるラインまで来たということを聞いております。そ

ういった意味では土建業の方もそういう何か業務を転換していきやるとこもあります。並業し

てやっているところも聞いております。そして、今国の考え方でいきますと、今林業を中心に

土建の技術、キャタピラー的な乗り物の木材集材機みたいな形のものをリンクできんかという

ような方策も考えられているようなんで、うちとしてもそういうふうな転換、もともと土建業

というのがここの地域で三十数社あるのが本当に適正規模なんか、そういうのも含めて、それ

は自然淘汰されていく可能性はあるかもしれませんけども、できる限りそういうこともないよ

うな形では進めていきたいとは思いますけども、海士町にとっては、その前に国の予算で総額

400億円ぐらい海士町も10年ぐらいで投資されたというのを聞いております。その間は土建業

の方もいろいろと事業としては成り立って裕福にやっていたと、その間の企業の考え方は次に

対するどういう資本の投資をしていくか、どういう経営形態を持っていくかという、潤ってい

るときに考えることこそ私は土建業の方も努力して、海士町はそういう方向転換する土建業の

方もおったということだと思うんです。 

 ただ、今我々の地域においてそういうことが果たして、業務をこういうふうな形の、林業や

ったら林業関係、今よう東北では農業のことを手がけている土建業者も、有名なんで言えばキ

ノコのほうをやっている業者もおられる、そういうようなことをこの地域でも起こしていくっ

ていう、その経営の姿勢だと思うんですね。だから、そういうことを一々仕事がなくなると
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か、なくならんとかというのは、もうここ10年来縮小されてきている中でどういう方向性が我

がの企業というのを維持できるかというのは、それは企業センスの問題だと私は思っておりま

す。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 長々としゃべられたら、なかなか理解しにくいんですけどね。言ってる

ことがちょっと。町長の気持ちなんですけど、あそこは人件費を減らして、簡単に言うたら投

資的経費に回したということですね。違いますか。僕の言やること間違たあるんですかね。投

資的経費っていうのは、これからのうちの町の、工事をふやせとか、言やるんじゃないです

よ。いろんな産業に至って、うちはそこへ投資する、第１次産業だったら第１次産業、林業や

ったら林業、漁業やったら漁業、農業やったら農業、ことしは建設業やったら建設業といろい

ろあるじゃないですか。そこの部分に人件費をちょっとでも減らして、そこへ回す気持ちはあ

りますかって。それやったの、海士町じゃないですか。 

 ちょっと待ってください。３月の一般質問のときでしたかね、橋本議員さんの質問の中で、

あなた、財政、うちは緊迫してないんやと、だから職員の人件費というか、人件費のとこを削

る考えは、削らなくても大丈夫やと。これから先いろんな事業を行われるんじゃないですか、

病院に至っても、ほかに至っても、いろいろあるんじゃないですか。ほんで、今この那智勝浦

町の冷え切ってある経済というか、それを立て直すためにマイナス思考で、おまえマイナス思

考ばっかりやと言うかもわかりませんけど、でも投資せなんだら、何か潤う、収入ふやすこと

もできないじゃないんですか、今のままでは。今のままで何にも手を打たなかったら、このま

まですよ。 

 どうですか、町長。僕の言ってること、間違ってますか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 財政が行き詰まってくるようなことがあれば、それはそれなりの、前も申

したとおり町民負担がかかってくるようなことがあれば、そういうところへも手はかけていこ

うとは思いますけれども、今財政健全化の中ででも赤字になったあるわけでもないしっていう

ことであれば、今の現況を維持していくのが当然企業家としては、経営者としたらそういうこ

とになるでしょうし、それが次への那智勝浦町へのプラスの投資っていうことはその枠の中で

やれることはやっていくと。 

 もちろん議員が言うように、何が何でも削れということになれば、この地域、那智勝浦町の

中の消費経済の中で言えば当然、役場の職員の消費がどれぐらいの率を占めるんか私もわかり

ませんけれども、東牟婁全体でいくと、新宮、勝浦圏の商圏内でいくと、そういうものが少な

くなれば、さらにまた片方の意味では縮小傾向になっていくと。財政の中で言えば地方税の減

少につながっていくということも、いろいろトータルで考えて、それが本当に経済学者であれ

ば即座に答えることはできるんでしょうけども、私は経済学者でないんで、その辺の経済波及

の関係はわかりませんけども、それはその中で投資的経費をというと、観光にもいろいろ投資

し、土建にも投資しいていう、そういうものを行政が努力する方法もあるでしょうけれども、
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当然当事者が努力するべきことも出てこようかと、私はそう考えます。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 町長、ほんだら今の那智勝浦町、町民の人、日々の暮らしに追われてい

るじゃないですか。大変ですよ。ほんなら、これは皆さん、あなた方の一人一人の努力で頑張

れと。 

 行政は人件費のほうを削ってまで投資的経費のほうへ回す気はないと、そういうことです

か。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） そういう事態になれば回すということも考えておりますって言ってるんで

すよ。 

〔10番引地稔治君「今はそういう事態じゃないんですか」と呼ぶ〕 

 だから、先ほど言ったように、町民の負担もふえ、いろいろな面が係ってくると、当然行政

の中の赤字の財政基盤になってくるとそういうことは考えていかなければならないと答えただ

けで、あなたのように極端に今こういうことをせえと、あれをせえというのは……。私は町民

の努力とかということは言ってないです。ただ、この地域において企業の経営の仕方というこ

とは当然、民間の企業であれば経営成り立つように賃金を下げ、何を下げっていうことはされ

ているのものわかっております。それじゃあ、それがこの地域はこんな状態やさか仕方ないん

だというのとそうやないんだというて伸びていく企業と、２通りの企業があるわけですね。そ

うなったときに、ならどっちが怠けて、どっちが努力したんかっていうことも勘案しながら、

そこで働いている人が一生懸命働いても、そのとおりにはなっていかないと。当然土建業にな

ると、いろいろな公共的投資をすれば、仕事は出てきて、働いている人に給料として転化され

るかっていうこともあろうかと思うんですけど、その辺が行政としても今精いっぱいのところ

で公共事業を出しておる中で、それ以上またふやすということは、国であれば幾らでも国債発

行して事業展開できるかと思いますけれども、一般の地方の自治体はそういう起債の制限、う

ちはかかっておりませんけれども、ある程度そういうふうにして限界なとこまでいくと、起債

の制限までかかってきて不自由な生活がさらに続いてくると。そういうようなことのならない

ように、その時点時点でそういうことを対処していかざるを得んと。今見えるところは私もい

ろいろなシンクタンクに問い合わせて、できることがないんで、この那智勝浦町の行き先って

いうのは我がなりのことは考えておりますけども、なかなかそういう詳しい経済学者みたいな

ことは私も見通せませんので、御了解願いたいと思います。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 簡単にですよ、人件費を削って投資的経費に回す気はないんですか。今

の状態ではないと。ほんで、その職員っていうか、今の適正な給料かどんなんか知りませんけ

ど、町長は当然適正やと思うんですけどね。 

 今のほんなら収入がなければ、役場の行政の仕事というんですかね、役場の仕事は当然職員

はできないということですか。 
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○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 独断と偏見でそういうことをできるわけでもなし、自治法の中でもいろい

ろ地方公務員法の中にもそういうことは法の中で規定されておるとは思うんです。それをあえ

て、夕張のような形になれば皆さん自主的に退職していく人も多かったし、そして給料はここ

まで下げても我々は頑張っていくんだと、ほいで地域の人もそれなりに応援していくんだとい

う気風は生まれてきたと思うんです。 

 今先ほど議員おっしゃられたように、町民も病院を建てるんだというたら、そういう有志の

方も後を応援するんだというふうな形で頑張ってくれているっていうことを考えれば、町民の

意識もおのずとそこで変わってきているんじゃないかと、私はそう感じております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いやいや、それは大変町民の好意っちゅうのはありがたいですね。町民

も、してくれた人の好意、気持ちっていうのは、那智勝浦町の財政が裕福やないと、ちょっと

の足しにでもと、ワンコインって書いてましたけどね、そういう気持ちで当然協力してくれた

んだと思いますよ。ほんで僕は、また病院に戻ってくるのはちょっともうやめますわ。この那

智勝浦町の今冷え切った、ほんだら住民は日々の暮らしが追われてるでしょう。これをあな

た、何とかしてあげようとか、人件費であなたの独断で決すること絶対できないですよ、当然

職員に話して、職員に協力を伺ったり、そういう同意のもとでせなあかんことでしょうから

ね。 

 いや、そういうことを考えてますかと、あなた、そういうことをもう全然する気はないです

か、人件費のほうを減らして、投資的経費のほうに少しでもふやすと。 

 ほんで、病院建設に当たっても、いろいろこれから借金ふえるじゃないですか、そういう大

きな事業したら。そういうふうにみんな、町民も危機感を持って寄附してくれたんじゃないで

すかね。この那智勝浦町が、民間の人冷え切ってあるじゃない、どこの商店でもそうだと思い

ますよ。それは企業努力で、うちは人件費削ってそれを投資的経費に回すとか、そういうこと

はする気はないって。 

 もうこれだけですわ。もうそれする気ないですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） する気あるとか、ないとかじゃなくて、私は職員でも最初のあれ、私があ

いさつするときには言ったのは、町民の負担がかかって大きくそういうことになれば、あなた

たちの給料にもそれなりの負担を求めますよということは常々言うているところで、ただ、今

の段階ではそういうことをしなくてもいけると。 

 ただ、あなたの言うように、投資的経費っていうのはどの分野に投資していくんだというこ

とになれば、即効に投資して土建業が今即効でいうと2,000万円ぐらいか年間使ってますか

ね、そういう部分を6,000万円に上げようとかっていうような理屈では私はそれはできないと

いうことを言っているんで、ただ必要に、災害が起こればそれに応じた工事も出していきます

し、そういうことが今滞っているっていうことは現実的にはない。ただ、町の経済の商業的経
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済については、皆さん消費が進んでないということは確かに我が身に、肌にも感じてますし、

ただきのうも町へ寄ったときに、私らも観光客誘致のためにはこういうプリントを我がの商売

の名前も入れず、この地域の熊野についての宣伝をするということを、もう数千枚配布しまし

たよっていう人もおります。そういうふうにして地域でも頑張ってくれてる人がおるんで、そ

れが我がとこにもうかるようにはしてない。全体的に頑張って、この地域がよくなればという

人もあります。そういう人が一人、二人とふえてきて、この地域に観光客を呼び込んでいくと

いうことが将来できていけば、そういう商業の活性化も進んでいくんじゃないか、そうするこ

とによっていろいろな職人的工業のそういう分野も仕事が出てくるんじゃないか。ただ、そう

いった面では、大工さんが今仕事がないと、家が建たないということも、そらあ肌身で感じて

おります。ただ、それを直接的にこっちが大工さんの仕事をつくるとすればいろいろなこと、

事業はつくっていかなければいけないでしょうけども、そういう面を今後も考えながら行政運

営をやっていきたいと、私はそう思ってるんです。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いや、僕は別に土木事業をふやせとか、建設事業をふやせとか、そんな

ことを言ってるんじゃないですよ。那智勝浦町は観光もあり、産業もあり、漁業があり、いろ

いろあるじゃないですか。そのとき、その年度その年度、ことしは漁業のほうに重点を置くん

やとか、ことしは農業やとか、そういうこともできるんですよ。何も建設業だけふやしたれな

んて、何にも言ってないです。 

 13番議員さんですか、昨日一般質問の中で言っているのに、僕理解ちょっと間違うたんかも

わからんけど、観光事業に１億円ぐらい投資して、そして２億円ぐらい収入取ったらええんや

と。そういう気持ちで言うたんじゃないですかね、13番議員さんは。そらあもう１億円を投資

しろと、投資して全体潤うたら、それぐらいの収入出てくるやないかと。入湯税だけやない

と。うちは観光立町ですからね、観光によってそこの商店街、ホテルだけやなしに、全体潤う

やないかと。だから、そこ町の商店が潤うたら、そらあ当然お金ができれば、やれあそこ直し

たい、ここ直したいというので、建設業もふえるでしょうし、いろいろな消費もふえていくで

しょう。収入上げなんだら、ふえないですよ。何でもそうですよ。僕は一企業のこと、一業種

の一産業のあれをふやせと言いやるんやないですよ。当然13番議員さんもそういうことを言う

たと思うんですよ。 

 だから、その投資的経費のほうへ回す気がないんかと言うたんですよ。と思いますよ、違い

ますか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 議員言うように、林業に投資したらどれだけの経済効果があるんか、農業

に同じような額を投資すれば、そんだけの経済効果があるんか、波及効果がどんなふうなるん

かということは一目瞭然なところがあると思うんです。確かにそれは狭い分野でその波及効果

は出てくるでしょうけど、主たるは13番議員はうちの基幹産業は観光、観光に投資すれば、そ

んだけの潤いが出てくる、経済波及効果が多いんだということだと思うんです。そういった意
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味で、そういう実効性のある計画が出れば、そういうとこに予算を思い切ってつけても、それ

が一過性のもんじゃなく、将来的にまたがっていくような計画であれば、それはそのときに投

入するっていうことは考えていきましょうということを私言いました。 

 今議員言うように、私は前段でずうっと土建業のことを言ってたんで、土建業に仕事をやっ

たら、海士町から始まってそういうことであったんで、そういうところに資金投資をせえと、

資本投資せえということを言うてたと思うたんで、私はそのような方向性で答弁させていただ

いたんですけども。私議員の質問項目にはこういうことにほど遠いようなことが多いんであれ

なんですけど、それでも私の答えれる範囲については答えていくんで構いませんけども、そう

いった意味では別に、そういう意味では何ですか、政治姿勢ってというのは全般的になるんで

すけど、細目については違うことが書かれてあるんで、私はそのことばっかりを頭に入れてき

たったもんですけど、そうじゃなかったんで、いろいろと答弁は考えて答弁せざるを得んとい

うことはありますけど。ただ議員言うようにそこに職員の給与10％カットしたと、カットした

ときに、うちは今16億円ぐらいなんで、１億6,000万円っていうことになれば、そのお金が本

当に生きたお金になるんか、ほいでその反面、税収で言うと地方税が10％、税制変わったん

で、20％ぐらいとしてやったら3,200万円の減収になるでしょうし、それがまたさらに地域の

消費がまた少なくなるでしょうしっていうことをプラス・マイナスしていって、どっちがどう

かっていうことも、私は、先ほども言いましたように経済学者でないんでわかりませんけど

も、ただ行政がそういうふうな形でうちの財政がなかなか難しくなってきたというときには職

員とも協議しながらそういうことは検討して財政の運営をやっていきたい、行政の運営をやっ

ていきたいということを今ずっと言ってきているわけです。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 僕別に、町長の政治姿勢聞いているんですから、あなたの気持ちを聞い

ているんですから、何も間違ったことを聞いてないと思いますよ。 

 地方交付税っちゅうのはこのまま今うち、二十何億円ですか、22億円ですか。これは減らさ

れることは絶対ないんですか。今現在もらっている金額そのままずうっともらえたら、そらあ

何とかやっていけるでしょうけど、これ減らされたらどうするんですか。病院建設に至って

も、起債、交付税減らされて、うちお金少なくなったとき、これが確実にもらえるっていう保

証はないでしょう。 

 だから、前も言うたと思うんですけど、100％で予算を組んでいると、何かがあれば大変な

ことで、やっぱり80％ぐらいの体力でやっていけるようなことにしておかなかったら、あとの

20％ぐらい、どんなになるかわかりませんよ。民間の経営者っちゅうのは大体それぐらいのこ

と考えてやってると思いますよ。どうですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 民間の企業の方がそう考えられているんでしたら、法人税がぐっと上がっ

てこなあかんところ、なかなか法人税が伸びないということは赤字経営になっていくっていう

んですから、収支がそういうふうな形で利益が出てないんだと私はそう感じております。20％



－138－ 

の利益が留保できるようなんであれば、法人税に加算されてくるんで、そういうことはうちの

法人地方税の額を見ても、そういうことは私の考えでは見受けられないと、そう思います。 

 交付税のことですけども、私はそんなに詳しくはありませんけども、財政の副課長にでも答

弁させたらいいんでしょうけれども、基準財政需要額に対する交付税というのは、地元の自主

財源が減ればその分が交付税で措置されるっていうのが地方交付税法の根本の中に書かれてい

ることであります。その辺は、国は、その地方交付税に充てる総務省の額が当然減らされれ

ば、国、地方全体にそれ薄くそういうふうな配分になってこようかと思うんですけども、今の

とこ私にそれをどうこうあるんか、確実なんかどうかと言われても、それは国の施策の中でや

っていかれることのなんで、私はそれは答えることはできません。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） もう簡単に聞きますわ。 

 うち、本町財政大丈夫なんですか。 

 いろんなこれから事業を行われる、やらなくちゃならない事業って幾つかありますか、大き

な事業。そういうのが出てきて、圧迫されるようなことはないですか。大丈夫ですか。財政が

大丈夫やったら、大丈夫なんですよ。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） 本町の財政状況なんですけども、一つの指標としまして地方公共

団体の財政の健全化に関する法律が施行されまして、公表されている、全国の自治体が公表し

ている財政指数なんですけども、これは前にもお話しさせてもいただいたんですが、健全化の

判断比率と資本不足比率とあります。これが一つの指標となると思うんですけども、20年度に

おきましては実質赤字比率、それからすべての会計の赤字を合計した連結実質赤字比率、この

赤字の程度を示す数値については、特に両方とも赤字はありませんので、問題ありません。 

 問題になってきますこの実質公債費比率、よくこれ出てくるお話なんですけども、本町、こ

の借り入れにつきましては実質公債費比率は10.8％と、この早期健全化基準が25.0ですから、

かなりかけ離れた数字になってます。単純な割合で言いますと、今の借り入れの2.5倍を借り

たらイエローカードになるというふうな状態なんですけども、今の状態であれば借り入れは大

丈夫というふうなことになります。それから、将来負担比率につきましても、これも早期健全

化基準からかけ離れておりますので、良好な状態にあります。 

 健全化の計画もありまして、今収支は何とか落ちついてきてますけども、いろいろと幾つも

事業をするとなると話は別なんですけども、適正な財政運営に努めましたら問題はないと、こ

のように考えております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 済いません、簡単に聞きます。 

 幾ら借金あって、幾らあと借金できるんですか。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） 今の借り入れの額の、先ほども申し上げましたが、簡単になんで
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すけども、2.5倍の借り入れをしますとイエローカードが出るような状態となります。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 違います。金額で言うてください。 

 今幾ら那智勝浦町に借金があって、あと幾ら借金できるんですか。その枠、幾らあるんです

か。 

 それが心配ですよ。病院で幾ら要るのかわからんし、予想されるのは40億円要るんか、50億

円要るんか、クリーンセンターで幾ら要るんか。今現実那智勝浦町の幾ら借金があって、幾ら

あと借金できるんですか。 

 ほんで、それがふえると人件費のほうへまで、今は大丈夫やて、幾らまで、ほんなら借金で

きて、幾ら以上超えると人件費のとこまで踏み込んでいかなあかんと、わかりやすく言うてく

ださい。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） ちょっと古い数字なんですが、19年度の地方債の借入状況なんで

すけども、これで63億円という数字が出ております。63億円程度です。 

〔10番引地稔治君「じゃあ、63億円はわかりましたよ。一般会計で

すね、これ」と呼ぶ〕 

 はい。 

〔10番引地稔治君「ほんで、ほんなら幾ら借金できるんですか」と

呼ぶ〕 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） これ交付税措置される率もありますので、その計算式が実質公債

費比率かなり複雑なものとなっております。ですから、今私申し上げました、例えば今の借り

入れの2.5倍、今の借入状況ですよ、交付税措置の率なんかも今の率として、簡単な試算とし

まして2.5倍を借りればイエローカードの状態になります。早期健全化判断指標の数字になっ

てしまうということです。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 済いません、ちょっと理解しにくいんですが、この63億円の2.5倍です

か。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） そのとおりです。今の借入状況の割合で2.5倍を借りると、その

ような率になるということです。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） そしたら、2.5倍、借金。ほんなら、今うち、那智勝浦町で10できると

したら、今３分の１ぐらいやと。あとの３分の２ちゅうのは枠があるんやということですか。

そのように理解してよろしいですか。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 
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○総務課副課長（城本和男君） 財政のほうとしましては、できるだけ安定した財政運営を目指し

ておりますので、できるだけ借り入れは少なくしたいと考えてます。借りられるから、ここま

で借りれるということじゃなしに、そういうふうな考え方でおります。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いや、借りられるだけ借りよって言やるんちゃうんですよ、ほんまに。

幾らまで余裕があるんかと。これから行われる病院建設にでも多額のお金要るじゃないです

か。ほんなら、病院建設ぐらいやったら、何とかやっていけると、しかしながらほかの事業に

は到底何年間は無理やとか、そういう心配があるから僕は聞いているんですよ。 

 クリーンセンターにしろ、28年でしたか、そうでしたね。ほんなら、これにもお金も要りま

すし、どんなにするんか知りませんが。だから、病院建設もするだけの借金はできるんや、借

金しても大丈夫なんやと。ほんで、僕らこの事業によって後世にツケが回らんように、当然借

金するんですから、その借金は若い年代の人が払うてくれるんですからね、払うていかなあか

んでしょう。ほんで、そこへ借金のとこへ回っていくというとこは当然投資的経費に回すお金

もなくなってくるということなんですからね。そういうシミュレーションというか、財政のシ

ミュレーションして、ああ、安心やなという、その根拠をもらわなんだら、ああ病院や、ああ

これやというて賛成らしてれんでしょう。だから、こうやって聞いてるんですけどね。 

 町長、これから病院建設に至ってはいろいろコンサルの資料とかそんなんいただいて、ほん

でその経営方針とか、そういうのもいろいろ聞き、ほんでそれで安心やというならば、それは

当然僕らも地域医療のことを考えると、ほらあ財政が大丈夫やったら、僕ら、欲しいんです

よ。今現在、あなたが病院建てるんやと言うたさかいというて、安易に賛成することは絶対で

きませんからね。ちゃあんとそのシミュレーションして、大丈夫やという根拠があれば、当然

議員の人も反対しないと思いますよ。 

 これから行われる大きな事業って、ほか各課何億円って使われる事業、ほかにないんです

か。 

 これから先大きな事業ちゅうのがないならあれですけど、お金の要ること、事業やなかって

もいいですよ、お金の要ることってないんですか。考えられる、病院とクリーンセンターだけ

ですか、ほかないんですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 今考え得るのは南紀園の件、クリーンセンター、病院。ただ、現時点で、

副課長も申したとおり、やっていけると。今の63億円ある中でも、それは年々その分は消化さ

れていくのもあるし、それへ上乗ってくるのもあると。そういうバランスの中でやっていって

いるんで、そういうことを極端に今将来のことを見通して、突然のように自然災害が発生し

て、そこに金を突っ込まなあかんっていうようなことがあるんかどうか、この30年間の間に出

てくるかもわかりませんけども。そういうことが今の現時点でそこまで考えて、杞憂のことを

いつまでもそうやっておることも行政運営はできませんので、現時点ではそういう財政の見通

しも、今申されたとおり、健全であるということを指標の中ではそういうふうに見えているん
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で、その辺はそれを信じて運営していかざるを得んで、80％の、腹八分目じゃないですけれど

も、８割でやったら２割の余裕で、その２割の瞬発力を利用したら何かはできるかもわかりま

せんけども、どこの自治体でも、そういう余裕のあるところというのはトヨタ自工の持ってい

る豊田市ぐらいじゃないかなあと私はそのように感じております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） いや、災害はそれは突然起きる分ですから、仕方ないですよ。 

 ただ、そしたら５年間の間予想される大きな事業、お金の要ることないですか、その南紀園

だけですか。 

〔「クリーンセンター、南紀園」と呼ぶ者あり〕 

 クリーンセンター、南紀園、病院…… 

〔「学校、色川小学校耐震化」と呼ぶ者あり〕 

 大丈夫ですか。 

〔「庁舎の耐震、消防の耐震」と呼ぶ者あり〕 

 どうですかね。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） そういうふうに全部出していったら、過疎債の利用の、うちが試算出した

ら130億円ですか、そういうふうに試算は出てきますけど、それは全部考えれる範囲のことで

起債の過疎債の利用を考えたときにそういう金額は出ますけども、当然全国の過疎債の持って

いる予算っていうのは2,700億円ぐらいで、それで計算してたらうちの配分は20億円ぐらいか

なあと。20億円から30億円ぐらいっていうような形になるんですけども、ただ過疎債利用する

のが総枠でそんなにしゃっても、年間五、六百億円っていうのが余ってくるというのはこの間

ヒアリングのときにちょっと伺ったんですけどね。ただ、そういう中でうちは使える枠、今ま

では過疎債の、クリーンセンターは過疎債は使いませんけれども、いろいろな面で過疎債を使

うと、今までの起債起こしたよりも交付税で措置される分は軽減されていくんで、さらに健全

には、今の見通しでいうと副課長が言いますように大丈夫だと私は思います。それ以上のこと

は100％、200％と言われても、今判断できる限りではそうやって答える以外、私はほかにあり

ません。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 町長、よう財政のことを考えて、慎重にやってくださいね。次から次へ

と、やれ病院や南紀園やクリーンセンターやというて、どうしてもせなあかんのや、どうして

もせなあかんのや、これ借金してでもせなあかんのやというて出されてきたら、大変なことに

なりますからね。今言われるのはこんだけやというて、後からまた出てきたら大変ですよ。ほ

んで、当然議会の皆さんも財政がえらくなってきて、おまえら何しやったんだと、ちゃあんと

見張ってやんかというて言われたら、おまえら認めたやないかって言われますからね。 

 総務の副課長、余り独断で走りすえやったら、とめたってくださいよ。うち金ないんやっ

て、言うたってくださいよ。もうほんまに心配しますわ。 
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 町長、ほんで今、今はほんなら大丈夫なんですね。ちょっと安心しましたけど。ほんなら、

今この那智勝浦町における大きな問題点、ここはこうせなあかんのやとか、事業、病院は聞き

ましたけど、ほかに今そうや、ここは何とかせなあかんとか、大きな那智勝浦町のこれが問題

やっていうのは、あなたが感じているあなたの考えでいいですから、あなたの考えでここは今

の那智勝浦町で大きな問題やっていうのを、お金の面でも構わんですわ、病院以外にほかにあ

りますか。 

 言うたら、観光事業が落ち込んでいるから、観光事業を何とかせなあかんとか、那智勝浦町

の商店街何とかせなあかんのやとか。順番づけは難しかったらええですよ。３つぐらいでも構

いませんわ。那智勝浦町にとってこれが今何とか対策を打たなあかんとか、そういう問題あり

ましたら言うてくださいよ。そうやなかったら、心配ですからね。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 計画性でやっていけれる問題、例えば病院とかクリーンセンター、これは

予定の中で組んでいけれる問題、ただそういうことで心配するというのはそのときの財政状況

とか、いろいろなものを見合わせながらその計画を進めていくんでありますから、そういうこ

とはその場その場で予測を立てながらやれると。 

 ただ、今現在私一番心配しておりますのは、当然観光の宿泊が13番議員が言われましたよう

に60万切っていくんじゃないか、どういうふうになるんじゃないかっていうようなことも一番

危惧しているところで、それに対して行政が昔のようにエージェント対策で１名したら幾らの

マージンを払いますっていうような、そういう観光はもう、誘客することは無駄なことだと思

うんで、別な意味では何とかそういう町の予算つくり、町民の皆さんも関心のある人がこの地

域は海、山、川、どれをとっても、どこにも負けない温泉あり、歴史ありっていうことで、資

源はたくさんあります。その資源を有効活用していくのをいかにするかということが今、今ま

では怠ってたというたら語弊ありますけれども、十分とそれを利用できていなかったという部

分は、今後それを活用していくのが経済を活性させるのに一番だと私は考えております。 

 ほかにというていいますと、漁業の漁会の問題、そういうこともあります。近年、本当に沿

岸漁師の方は苦労されているのもわかっております。そういうのは流通の問題もあるでしょう

けれども、日本のシステム上流通が、仲買通さなければこういう大きな市場の処理はできてい

かないと、個人で幾ら販売してもそんだけのものははけないということがあれば、そういう仲

買の人の重要性もうちの場合はあるでしょうし、そういうとこから漁業の部分、もとになる那

智勝浦漁協の問題っていうのも私は今危惧しています。その漁会にあります施設についても老

朽化してきているということにも十分危惧しているところで、それを一つ一つ解決していくに

はどうやったらええかというのはこれから、議論はしていますけれども、なかなか妙案ってい

うのは現在のところ出てこないので、苦慮しているところでございます。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） そしたら、今３つ挙げられ、主に２つですね。観光の宿泊問題、観光客

の増加の問題ですね、それと漁会ですね。ほんなら、それについてちょっと話し合いましょ
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う。 

 先、そしたら観光行きますよ。 

 観光宿泊激減しているからというのが危惧されると。ほんなら、町長、これどのようにした

ら、具体的にどのようなことを行っていますか、この観光客をふやすのに。具体的にあなた、

何かやってますか。つい、少ないんや、少ないんやというて、困った、困ったというて見てる

だけじゃあないでしょうね。具体的にどのようなことをなされているんか、教えてください。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私も４カ月たちます。４カ月の間に何をやったんかというたら、13番議員

にも言いましたように、ちょっと合宿のほうを力入れて、目先だけでいくと、すぐに引っ張っ

てこれるかなあというのがありますので、合宿。そういう中で、近畿大学の合宿が来たときで

もおもてなしの考えの中でお出迎えして、それを近大の卓球部の方もこんな歓待を受けたとい

うことで、また来年も来させてもらいますとかっていうことは、地道なことでありますけれど

も、十分そういうこともやってますし、いろいろな方面の人に会ったら、大阪学院大学の国定

部長については、私も会ったときには、テレビへよく出演するということなんで、勝浦のこと

は名前を上げて宣伝してくださいとかということも、今度出るんで、また私勝浦行ってきまし

たということはテレビの中で話しときますとかということもやってます。 

 ただ、予算通していろいろなことを今するっていうことは、本当に私だけが考えるんじゃな

くて、当然議会の皆様にもいろいろとそういう知恵を出してもろうて実効性のあるようなこと

をいろいろ提案してもらえる、こちらから質問するのはできないんで言いませんけれども、私

は私なりのことは議員のときからもういろいろと観光協会へ行き何しいして、いろいろな人を

通じて那智勝浦町の宣伝することに努力してまいってきたつもりであります。 

 今後もトップセールスっていうわけじゃないんですけども、町の人もそういうことで協力し

てくれるということで、中西青果店の御主人とまた名古屋のほうへ卓球部の誘致に、それが一

番手っ取り早いというのは、50人来てくれても10日合宿してくれれば500人という数字になる

んで効果があろうかなあと、そういうふうに思って重点的にそういうこともやっていくと。た

だ、今後はいろいろな方面へ行って、私昔、話聞いたんですけども、古座川町の亡くなられた

廣瀬町長はかばんにパンフレットを入れて、古座川のことを宣伝して回ってたということも聞

いておりますので、できればそういうことも含めて、私は外へ出ていったときにはそういうこ

ともあわせてやっていきたい。ただ、今のとこ本当に時間に追われてそういう余裕な時間が出

てこない。スケジュール見ていくと、そういうことばっかりなんで、私も何とか復元させてい

きたい、活性化させていきたいというのは常に頭の中で考えて、いろいろ実行することを考え

ております。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） この質問をして、あなたの答弁聞きよって、僕も反省しますわ。町長に

ばっかり観光に何しやるんなと、もっと頑張れって押しつけて、僕らもでき得る限りそういう

ことでお互い努力して、ちょっとでも頑張りますわ。あなたにばっかり押しつけて申しわけあ
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りませんでした。 

 そしたら次、漁業なんですけど、町長。うちはマグロもありますよ、その浦神漁港もある

し、宇久井もありますね。近海のあれもあります。その漁業のことを考えるなら、今ヒラメや

アワビとか、そういう放流してますね、稚魚、稚貝の。あれ、最近天然物が少なくなってき

て、稚貝でも放して、大きくなってもわかるそうですね。だから、その港湾の土木事業に何十

億円、一遍やったら大きな金額じゃないですか。そういうところに投資ばっかりしなくて、そ

の放流とか、貝の稚貝の、そういうとこへお金を使うように、うちは補助金は少ないですから

ね、県とかそういうところに言うて。それのほうが実質的に漁師さんの収入に当たるんじゃな

いですか。 

 それは港湾とか環境整備も大事でしょうけど、それに充ててあるお金と放流とか、そういう

貝の、稚魚の放す金額、かけ離れているでしょう。これを減らしてでも、こっちのほうをふや

すような感じのほうが現実的に漁師さん喜ぶんじゃないでしょうか。どうですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 漁業の漁港の整備については国は７兆円ぐらいかけてもう整備はほぼ完成

して終わっていると。ただ、和歌山県海岸線走ってても津々浦々まで漁港となるようなとこは

整備されて、船着き場になっていると思うんです。そういうことは国の湾岸事業なんで、海岸

線は国、県の事業なんで、町がなかなか手出すとこの部分っていうのは少ないと思うんで、そ

こへ投資するということは無理かと思うんですけど、ただ沿岸漁師の方にというんか、漁業者

の方にはそういう稚魚、稚貝のそういう放流で資源の確保をしていくということは今後もやっ

ていかなければならないと思いますし、ただ漁会の問題というと、どういうふうな形で健全化

の計画を実行できるか。それは今議員も漁協の特別委員会の中でいつも議論されていることと

思います。そういう中で、またこちらからも漁業のことでいろいろな提案があれば実行できる

ことは実行していきたいとは思いますけども、なかなかそういう妙案というんですか、タイム

リーなことっていうんか、本当に何かあるんでしょうけれども、私は平凡なもんで、そういう

こともなかなか思いつかないと。皆さんのお知恵をかりながら、そういうこともやっていきた

いと、そのように思います。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） わかりました。町長、ほかにもう那智勝浦町にとって問題ないですか。

いや、なかったらなかったで、ほっとするんですけどね。財政のほうも大丈夫やと言われたん

で、ちょっと安心したんですけど。ほかにすぐ何か対処せなあかんような問題は、もうないで

すか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私が今そういう町の中で一番懸念しているんですが、危惧しているのはそ

の２つが一番、いつも頭の中から離れないっていうことなわけで、今私はそうやって発言させ

ていただきました。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 
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○１０番（引地稔治君） そしたら、思い切った改革というか、行財政改革とか、そういうのをし

なくても大丈夫っていうことですかね。行財政改革、当然マニフェストに上げておられたと思

うんですが。やらなあかんっていうのなら、やらなあかん。 

 そして、おれは行財政改革、ここをやったんやと、今町長になって今までの間にこれをした

と。その実績はありますか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） ４カ月で予算もさきに組んでおった中で、なかなかそれは難しい。ただ、

今また委員会のほうでそういう、こういう考え方がありますとかということは、今も計画の中

ではいろいろと立てております。そういうことはまた委員会のほうで報告させていただいて、

そのほうもまた議論していただくかと思うんですけど、ただここで不確定、未確定みたいなよ

うなことはなかなか議会の中では申し上げることはできんので、また委員会のほうで皆さんの

ほうへ報告することは報告させていただきます。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） 今行財政改革のことをちょっと言いやって思い出したんですけど、前回

11番の曽根議員さんの提案で何度か、毎日報告を受けたらどうですかと、そういうことを言わ

れてましたね。それは僕も聞きやって、すばらしいことやなあと、町長、副町長は当然もう毎

日各課が行われること、きょう何を行われるんや、何一番大事なことできょうはこれをしよう

と、うちの課はそれをしますとか、そういうの大事やなあと思うて、なかなかええ提案やなあ

と思うて聞いてたんですけど、それ提案されたと思うんですけど、曽根議員さん。 

 それ、あれ以来行われているんですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 計画して、１週間に１回は担当課長、グループ別に分けて時間を曜日と割

り振りをして計画は立てているんですけど、なかなか私がその時期におらないというのが多い

んで、実行するのは１回か２回やって、おさまってそれを実行していくというのがなかなか難

しいなあというのは今感じているんですけども、できる限りそういう報告は受けて、事務所掌

のことについては私も掌握はしていきたいと考えております。実際上、総務課長に今ちょっと

答弁させますけども、そういう計画があったということは総務課長で答弁させます。 

○議長（森本 夫君） 総務課長潮崎君。 

○参事（総務課長）（潮崎有功君） 御指摘の件なんですが、町長も言われましたようにグループ

分けして、週月、火、水と各課１週間の中で町長室において報告なり、そういうことをすると

いう計画はしたんですけども、なかなか町長の日程、各課長の日程等もございまして、なかな

か毎週実施しているというところまでは行っておりません。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） なかなか現実的に忙しくてそれは無理なんですかね。これは各課長さん

方に聞いたら、答えもろうたらええんかどうか知りませんけど、総務課長が代表して言うてく

れたので。町長がおらなんでも、副町長がおりますからね。今では副町長ちゃんとできて、お
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られるんですから。できるだけ、僕はええ提案だと思うん、曽根議員さんの提案もいいことや

と思うんで、できる限り当然仕事に差し支えん程度にできるだけ、朝やなかっても昼でも夕方

でもええやないですか。できるだけ、それは実行していただいたらなと思います。 

 そして、もう一つ曽根議員さんの提案で、町長も公約に出されていたんですけど、ボランテ

ィア組織とかなんとか言われてましたね。あれ４月に結成どうのこうのって言うてませんでし

た。曽根議員さんのときにそういう発言があったと思うんですけどね。それどうですか。チー

ムをつくってとかというのは、それはもう今全然形になってないんですか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） それを形にしようとしていたんですけども、なかなか今のとこではできな

いと。ただ、要請があれば、その時々で職員のボランティアとなって応援に行くっていうこと

も部内では話してやっているところです。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） なかなかあれですね、すぐ言うて、なかなか実現しにくいですね。それ

は仕方ないんでしょうけど、一つずつ一つずつ頑張ってください。 

 そして、大きな問題もさほどないということでちょっと安心したんですが、最後にちょっと

今の那智勝浦町の入札制度について聞きたいんですけど、それ前聞いたときも県の行政診断で

したか、経営審査ですかね、それを基本にしていると聞いたんですけど、それは２年に１遍ぐ

らい審査があるんですかね。それの中で、それを基本ということで、県がＡランク、Ｂラン

ク、Ｃランクと何段階に分けて評価されたって、それを基本に那智勝浦町は何クラスぐらいに

ランクづけてしているのか、ちょっと教えてもらえます。 

○議長（森本 夫君） 建設課長塩地君。 

○建設課長（塩地勇夫君） よろしいですか。 

〔「どうぞ」と呼ぶ者あり〕 

 うちも県の今言う経営審査事項と検査の点数を参考にして５ランクに分けてしています。 

○議長（森本 夫君） 10番引地君。 

○１０番（引地稔治君） わかりました。それはまた詳しいことは委員会で聞かせていただきま

す。 

 それでは、これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（森本 夫君） 10番引地議員の一般質問を終結します。 

 休憩します。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              10時20分 休憩 

              10時38分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（森本 夫君） 再開します。 

 次に、11番曽根議員の一般質問を許可します。 
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 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） それでは、通告に従いまして私からの質問を開始させていただきます。 

 今回は町長の政治姿勢についてという質問なんですが、甚だちょっと大ざっぱでわかりにく

いんで、先に概要をお伝えしておきたいと思います。 

 主として今回病院の問題にあるように、町長は民間企業が求めるような、そういうスピード

感覚っていうのを行政の運営にも適用したいっていうような、そういう意向ということです

が、それに対して住民への情報公開、これが両立できるのか、これは相反するんじゃないかっ

ていう、その辺の私なりの疑問を町長にぶつけたいと思いますけど、少々耳の痛いことも言わ

させていただくかもしれませんけど、よろしくお願いいたします。 

 本題に入る前に町長にお聞きしたいことがあります。 

 町長は就任されて５カ月弱、約５カ月ですね。選挙を通じて行政の意識改革、職員の意識改

革、そういうそれを訴えて当選されたわけで、就任されて庁舎に登庁した当初はまさに敵陣に

乗り込むというような、そういう感覚だったと思うんですけど、５カ月をもう経て、まさかそ

ういう感覚では既にいらっしゃらないと思います。 

 今現在の町長の職員に対する思い、あと町長のやろうとしていることとか、町長の行政手法

とか、それを職員がどれぐらい理解してくれてるのか、町長の実感をちょっと町長の言葉でお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 意識改革という点については、一番第一義的に考えていったのは町民に対

しての応対接遇のことを重点的にやってきたわけなんですけども、それは仕事の面については

いろいろな担当課で投書にありましたんで、そういうことの回答もしております。職員の自発

的努力というんか、そういうことなんですけども、ただ私太地の人から電話を受けたときに

は、今度行ったら勝浦の人も役場の１階の受付の人ら感じよかったよって言うてくれたとかと

いう話も聞いております。そういった面では、ある反面雑談しているとかという、投書の中に

もいろいろ書かれていたこともあります。ただ、総体的にいくと、職員も町民に対する接遇の

仕方がよくなってきたんじゃないかなと私はそう感じております。 

 今後そういういった中でも、さらに我がの職務の中のことであっては自己研さんしていくよ

うなこともこれからは職員にずっと、新人研修じゃないですけど、新人の30歳以下を中心に面

接をやったときも、これから那智勝浦町を30年背負っていくんであるんだから、その辺の自覚

とそして町民に受け入れられるというんですか、町民のためにしっかりと職務を遂行していた

だきたいということも面接のときに申してまいりました。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） ちょっと私の質問が悪かったのか、町長のやろうとしている政策、そう

いうものを職員がどれぐらい、町長を理解してくれてるか、自分自身で、まだ自分の考えが職

員から半分ぐらいしか理解されてないんか、かなり理解してもらっているんか、まだまだなの

かって、その辺ですね。 
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○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） ２回目の課長会でしたか、そのときに私の公約のリストを皆に配付して、

私はこういうことで４年間運営していくんだということは周知させているところで、今後その

成果がいろいろと部署によって出てきているところもありますし、まだ浸透しにくいっていう

んですか、まだそこまでいってないとこもあろうかと思うんですけども、これから私の考え方

なりを十分理解して、職員にもやっていただくように努力してまいりたいと思っております。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） わかりました。 

 それと、もう一つ町長に伺いたいんですけども、町長はもともと議員はされていたんですけ

ど、行政上がりの人間ではないんで、庁舎内にみずからの腹心っていうんですか、そういう存

在がなかったということで、３月議会で今お隣にいる植地副町長を任命されたということです

けど、植地副町長にはどのような役回りっていうんですか、お仕事を期待して任命されたの

か、その辺を伺ってなかったんで、ちょっとお聞かせください。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 副町長はもちろん、私もよく副町長に言いますのは１年で実務的な内容は

把握してくださいよと。ただ、早急に一番私が懸念していたのは東南海地震がいつ起こるかわ

からんという中で、やはりそういうことの陣頭指揮をとれる人間っていうのはやっぱり今の副

町長が適材ということも考えておりましたし、今後は職員の統括的な掌握して、いろいろなこ

とを指示できるように、この１年で理解して頑張ってくださいということを言っております。

そういった意味では総体的には事務全体も今一生懸命副町長やってくれていると思うんですけ

ども、まだそこまで、私は議会で10年おったんでそういうわけにもいかないでしょうけども、

徐々には理解されてきていると思っております。一番はいろいろな今後事件性とか、いろいろ

なことも副町長に対処していただけれる人材だと思って、そういう面でも実力を発揮できる人

材だと私は思っております。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） 大変よくわかりました。東南海地震のことを想定したっていうのは今初

めてだったんで、確かにそういうことになったら実力を発揮していただけると私も思いまし

た。 

 副町長にもちょっと１つだけ質問させてください。 

 まだ就任されて２カ月半ぐらいなんで、まだあれなんですけども、今のいろいろまちづくり

の委員会等も出席していると思うんで、それを通じての所感、どういうことを課題としてお感

じになったかということと、今町長にこういうことを期待されたということで、その辺、どれ

ぐらい今力を発揮できているかということをお聞かせください。 

○議長（森本 夫君） 副町長植地君。 

○副町長（植地篤延君） お答え申し上げます。 

 ３月の定例議会で副町長に御承認いただいてから３カ月迎えようとしております。今やっと
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町行政の輪郭というものが見えてきたような気がいたしております。それと同時に、この職の

責任の重さっていうはの再認識しておりまして、全精力を傾注して今後職務を全うしていきた

いと考えております。 

 町長先ほどいろいろ行政的なもの等について御説明ありましたけれども、住民の方々の思い

を背負っての行政というのは町長の最初からの公約でございます。この私どもの職務の指針と

いうのもやはり町長の思いというのが私どもの指針になろうかと思って、現在十分それは理解

したつもりでございます。就任以来、町長のお供をしてまちづくりの地域推進会議、こうした

もので全地域を回らせていただきまして、住民の方々とのお声というものをお聞きすることも

できました。そこで過疎化の現在の現状、さらには福祉行政のこれからの充実の必要性、また

この町の基幹産業の低迷というもの、さらには次代を担う後継者の育成等々、多くの課題とい

うものを目の当たりにすることもできました。それと、総会の時期でございまして各種会合に

出席させていただいておりますけれども、それぞれの分野で御自分の損得を無視して地域のた

めに貢献されておられている方々というのが非常に多くあることにも非常に敬意を表したいと

思っております。 

 また、私のふるさとに帰って農業をしたいという積年の思いがありまして、実家近くで最近

休耕田をお借りして水稲作業も始めることができました。この水稲作業をするに当たって、知

識の何にもない私に近所の人々が寄ってきていただいて、いろいろなやり方だとか、あるいは

手順を教えていただくばかりか、田植えやそういった作業も身をもってお手伝いをしていただ

き、大変ありがたく思っております。これがこの町の非常にいいところだなと私は思っておる

ところでございます。こうしたことから、公私を通じて私がこのふるさとに帰ってきたという

ことは非常に間違いではなかったというふうに思っております。 

 この美しい町の山や川あるいは海、さらには営々とはぐくまれてきた伝統や文化というもの

は何事にもかえがたいと思うんです。第一これらを守り抜こうとしている住民の方々、これの

ありようっていうのが非常に力強く、またひたむきに営まれておるということには感動してお

ります。そうした方々の住む町で、微力ではありますが、今後とも役場の職員ともども少しで

もお役に立てるという喜びは、就任当時の感想から比べて格段と膨らんできております。今後

とも町長のいろいろな行政、これは私としては当然補佐をしなければならないし、また役場の

職員の方々にもこの町長の思いというものを浸透させて、やはり全員一体となってこの町を盛

り上げていきたいと考えてございます。 

 以上の回答でよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） 丁寧な御説明、ありがとうございました。 

 私もやっぱり副町長がどんな働きをされるかということが、今後の町長の町政運営成功する

かどうか、かぎを握っているんじゃないかと思います。やはり職員の統括っていう面で、私は

非常に期待しているんですけど、ちょっと厳しいことを言わせてもらえば、まだ２カ月という

ことで、それがまだ機能、まだ完全にしているのかなというように疑問もあります。 
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 その一例として、前回、先日９日補正予算案で採決ということに至った件なんですけども、

あの予算の出し方っていうのは私のような１年生の議員から見ても、ああいう形で予算を出し

てくると、やはり議会で相当つつかれるというようなことが予想できたですけども、それをあ

えて正面突破という形で出してこられた、町長の思いは大変急ぐ案件だっていうことはわかっ

たんですけども、その辺でこれを出すタイミングについて副町長なり担当の事務長なりときち

っと調整したのかなあという、だからそういうことを一切考えなかったんか、調整したけど、

町長がどうしてもこれはっていう、その辺のいきさつ、もし話すことができたら、また町長、

よろしくお願いします。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） ３月の初議会以来、いろいろとそういう病院の件では私も発言してきたん

で、病院と総務の関係でいろいろと指示を出しておりました。出しておりましたんですけど

も、なかなかそのキャッチボールがうまいこといっていなかったんで、早急にやらんなんって

いうことは私の頭の中でありましたので、最後には私がそういうふうな形で決断をしてその予

算の計上をさせることになりました。いろいろその中にも議論は、病院と総務の中では私は常

に話はしていたところなんですけども、なかなかそのような方向には進んでいなかったんで、

最終的に私が決断してその予算の計上をしたわけです。ゆっくりと、そういうことがあれば委

員会にもいろいろ報告できたと思うんですけども、なかなかそこの議論がまとまっていなかっ

たというのもありまして、最終的には私の決断でそういうことを実行いたしました。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） わかりました。あの結果については、町長にとっては結果オーライとい

うことでよかったんだと思います。私も賛成したわけですけども、町長を支持するために賛成

したというよりも、町の政策にとってということで悩んだ末の選択でした。 

 ですが、この病院問題っていうの、仮に建設が決まるとなると、町を挙げての一大事業なん

ですね。ただ、そのスタートが本会議で１票差で可決っていうのがもう甚だ、今後のことも考

えると心もとないということで、同じようなことを繰り返すことがないように、また副町長に

もその辺調整、場合によっては町長に忠告なりできることが、お願いしたいと思います。 

 それと、どうしてもこれ町長、今回確認しておきたいんですけども、病院の建設っていうの

は今回のこの６月議会、まだあした１日残ってますけど、これではまだ正式には決まってない

っていうふうに理解してよろしいですね。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 建てるということは決めております。ただ、その中の内容的に今ずっと今

定例会の中でも質問を受けて言ってますように、いろいろなことの資料的なものっていうのが

まだ十分なもんがないということなんで、コンサルなりを使っていろいろと資料の集積をして

いくと、そういうことも議会の中で報告しながら、病院建設に向けての下地をつくっていきた

いということでございます。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 
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○１１番（曽根和仁君） 余り細かいことまで聞くと、私厚生の常任委員会の所管なんで、何です

けど、これもどうしても聞きたいんで、言うたらどの段階で正式に病院に対する建設のゴーサ

インというか、正式発表、今後の手順を考えて、町長はどのように考えていらっしゃるでしょ

うか。 

〔９番橋本謙二君「議長、議事進行」と呼ぶ〕 

○議長（森本 夫君） ９番橋本君。 

○９番（橋本謙二君） 行政の権限と議会の権限をきっちりと分けていただきませんと、町長は建

てることを決めているっていうのが、自分自身が政策としてそういう方向を決めているという

ことであって、建てる、建てないは、予算審議の中で議会が判断するんですよ。だから、行政

の権限というものと議会の権限っていうものと分けて考えませんと、直接選ばれる町長、直接

選ばれる議員、議会、二元制ですからね。両方が初めて可決した形で病院建設が決まると。 

 議長、その点だけ、お互いの権限の違い、チェック機関としての責任、そこら辺をはっきり

してください。先ほどの町長の御答弁は自分がそういう方向でやるということですから、病院

建設はまだ決まっていないんですよ。 

○議長（森本 夫君） 質問者さらに当局、きちっと今の議事進行についてとらえて質疑なり答弁

をお願いしたいと、かように思います。 

 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） 大変失礼いたしました。言い直します。だから、町長が正式にどの時点

でもう病院をつくるということを議会に諮ってくるかっていう、そのタイミングですね。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） それは今確定的にどうっていうことは、まだ資料のほうわかりませんので

言えませんけども、私今までずっと答えてきたとおり、３年ないしは３年の期限という中でい

きますと、当然今後１年以内の中にはそういうことも含んで考えていかなければ到達しないん

じゃないかなというのは私の頭の中では考えております。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） ちょっと具体的なあれは言いにくいのか、ちょっとお聞きできなかった

んですけど、以前町長は私との私的な会話の中で、とにかく従来の行政のやり方では遅いと、

民間の企業やったら大きな事業でも行政がやる半分の日程でできると、あと予算的にも半分ぐ

らいでできるっていうことをおっしゃって、それ大分前だったんで、それをお聞きしたときは

大変心強いなっていう思いを感じたんやけど、よくよく考えると、やっぱり一抹の危惧ってい

うんですか、もう最近改めて感じるようになったんですけど、やはり自治体というのはやっぱ

り企業と違って、企業は不特定多数の顧客を相手ですけど、自治体はやっぱりそこに住んでい

る住民が相手、企業は利潤、利益の追求が大事ですけど、今回病院のようなものでしたら住民

の福祉、利潤を度外視せんならんこともある。だから、そういう場合においてはやっぱり住民

の意見をじっくり、議会もそうですけど、住民の意見、ニーズ、じっくりと考えて、時間をと

っていく。これは先日６番議員さんも言いましたけども、やはり時間をかけるっていうところ
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がやっぱり行政の事業としてはどうしても必要で、そこを余り民間の事業から学ぶっていうの

はどうかなと。むしろ民間から学ぶべきはコスト感覚、とにかく安くつくるっていう、そこじ

ゃないかなあと私は思うんですけども、特に大きな箱物についてはそう思うんですよね。 

 だから、今まで公共事業でずっと、80年代後半ぐらいから日本はずっと公共事業で今のよう

に借金が膨らんでいるんですけど、やっぱりコスト意識を無視してやってきたというところが

行政はあるんじゃないかと思いますので、やっぱり時間的なものを急ぐというよりもコスト感

覚を民間から学ぶべきだと思うんですけども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） もちろん議会の流れの中で議決していただければならないんで、そういう

ことはいろいろな議論は賜って、その方向性を進んでいかなければならないというのはありま

す。ただ、はまゆうは独立行政法人なんで、今言うて３月に着工するというようなことも計画

の中で新聞で見ましたけども、独立行政法人ならできるんか、企業の直営的なもんであったら

そういうことっていうのはあるでしょうけども、もちろん病院建てるのに、そういうことで独

断と偏見ではやっていうことはありませんし、いろいろなこれからの事業についても議会に諮

るべきは諮っていくということはこの基本の中に、すべて首長になればそういうことは皆持っ

て進んでいると思うんです。 

 コストの面というのも、私も入札のこともいろいろこの４カ月の中でやってきましたけれど

も、どれが一番合理的な入札ができるんかなというのは、いまだに答えは出ません。ただ、各

課にも言やるのは、損してまで事業をさせるということは、その企業家が、会社の人間が損し

てやるっていうことは倒産ということになるんで、そういうことはない。最低ラインっていう

のはどこが一番最低ラインが適切なんか、適正なんかっていうことは私も把握は、工事の現場

現場とかになったらわかりませんので、そういうことを逐一聞きながらやっているつもりなん

ですけれども、ただ県のそういう入札のあれをすると、最低が67％っていうことが指針の中で

出たったみたいなんで、それより下げることは当然できません。私の方針ではできる限り、

70％以下下げたらそういうことはできないんかなあというので、その辺を注意しながらコスト

の面では考えて、                                  

                                          

                                          

                                   こんだけの利益

が出ていくやろうっていうようなことも想定しながら決めているんですけども、なかなか素人

なんで、その金額というのは適正かどうかというのはまだ私も判断にしかねているところでご

ざいます。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） わかりました。コストの問題、よく研究していただいているっていうこ

とで。また一層お願いしておきます。 

 また繰り返しになりますけども、病院についてはやはり公募をした住民を入れての検討委員

        －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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会等を経て、そこからの答申を得て初めて建てるか、建てないか、その前に今回の予算を、い

ただいた資料を検討する必要があるんですけども、だから決して急がないっていうことをお願

いをしております。 

 それから、和歌山医大さんに対しても、やはり本町のような財政規模の脆弱なとこにやっぱ

り３年で建てろっていうのは難しいよと、できるだけ頑張るけども、それは無理な場合はある

っていうようなことははっきりと言って、建てる場合ですよ、言っていただきたいと思いま

す。 

 それと、もう一つやっぱり住民の声っていうのをちょっと紹介しておきたいと思うんですけ

ども、前回の議会以来、町長が新病院を建てたいと考えているっていうことがかなり新聞等を

読んでる住民さんには大分広まっているんですけども、私が聞いた限りでは皆さん病院が新し

くなるということで喜んでる方ばっかりやと思ったんですけども、半分ぐらいの方が病院がで

きることはええんやけど、財政的に大丈夫だろうか。これさっきの10番議員さんが言ったこと

とかなりダブってくるんですけど、議員でもやっぱり財政のこと、先ほど副課長に聞いてみな

いとやっぱりわからない、住民はなおのことわからないんですね。さきの合併協議のときに町

の財政が厳しいっていうようなことを頭にすり込まれているわけですから、住民は。だから、

それで単独町政で病院を何十億円もかけて建てる、大丈夫やろうかっていうことを真剣に心配

している住民が多いっていうことを町長にぜひお伝えしておきたいんです。 

 それで、先ほどの副課長の説明では我々議員に対する説明はいろんな数値でわかったんです

けども、これから住民説明会等に行かれるときに、これこれこういうシミュレーションができ

ていて、これこれこうやから住民に安心してくださいっていうような、住民向けのわかりやす

い、そういうシミュレーション、文章にするなり、図にするなり、その辺何か工夫を考えてい

らっしゃるでしょうか。副課長でも町長でもどちらでもよろしいですけど、答弁お願いしま

す。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） その辺については、今後いろいろな資料の集積等、いろいろ議論した中で

出てきたことをわかりやすく説明できるような方法で資料づくりをして町民の皆さんにお示し

したいというのは、答弁の中でも言ったとおりでございます。それは多分、それでも地域懇談

会、地区懇談会みたいな形で６カ町村回るんですけども、そのとこへ出席してくれる人には周

知できるかもわかりませんけれども、出席できない方のためには町広報を通じて、そういうこ

とが確定次第、そういうまた内容の分も入れさせていただきたいとは思います。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） 副課長にもやっぱり質問したいんですけど、これ仮定なんですけど、仮

に病院を建てるとして、これも判断材料としてどうしても知りたいんですけど、一番安い設

定、例えば30億円、一番高い設定、仮に60億円かかるとしますね。だから、そういうのを設定

して、先ほど10番議員さん言われたように、どういう起債方法で何年間の償還でやっていく、

それについては年々の繰り出し、支払いがどれぐらいになる、公債費比率どんだけ上がると
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か、そういうのをわかりやすく、我々向きにそういうのもつくっていただけると、我々も住民

から聞かれたときに説明できますね。これぐらいの病院やったらあれやけど、これぐらいやっ

たら厳しいとかね。それを聞いたら住民も安心するんで、そういうのを非常にいろんな条件が

あって難しいというんですけど、何とかそれをたたき台的な、そういうシミュレーションって

いうのはどうなんですか、できる、つくっていただけますでしょうか。 

○議長（森本 夫君） 総務課副課長城本君。 

○総務課副課長（城本和男君） 財政のほうで行財政の検討委員会というのがありまして、病院建

設に係る一般会計の繰り出しということで試算をさせていただきました。その中でも、委員会

の中でもちょっとお話ししたんですけども、条件が用地の造成が必要やとか、診療科目が増減

するとか、補助金がそのときにあるとか、ないとか、起債が満額借りれるとか、借りれないと

か、いろいろと変わってまいります。そういう条件を、いろいろな条件が変わりますというこ

とを前提にさせていただいて、病院側が今仮に考えている試算ということで、それをもとにし

て一般会計がどれだけあるかというふうなイメージを持っていただくために試算したような内

容となっています。 

 先ほど議員さんおっしゃられましたように、もう最低で建てるのとこれよりも、50億円より

も超えてある程度大きな病院が必要みたいな形になるのとでは、ひょっとしたら倍も金額が異

なってくる場合があります。そういう条件がある程度整いました状態で、どういう病院を建て

るっていう方向性が出た段階で新たにまたシミュレーションといいますか、住民の皆さんにお

示しできるものができるかと思います。今全然このようなわからない状態で、議員さんには説

明はできますけども、ちょっと住民皆さんにはより誤解を招く、数字だけがひとり歩きしてい

くという可能性もありますので、そこらのあたりはちょっと危惧されているところです。方向

性が決まれば、できるだけ町民の皆さんにもお示しさせていただくような努力はさせていただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） わかりました。何とかつくっていただきたいんですけどね。また、それ

はそのとき委員会等でまた要望したいと思います。 

 次に、情報の公開ということで町長の公約として上げてました、これ町長の選挙のときのチ

ラシなんですけども、町民派として町内全区の役員会に参加、町内55区ありますけど、小さな

区もありますけど、全部入れたら55区あります、その全区の役員会に参加、そして町民とのま

ちづくり対話集会の実施っていう、これ大きな、町長報酬30％カットっていうのから始まっ

た、この大きな５つの公約、これ、大変お忙しいと思うんですけど、実際どれぐらい役員会等

この５カ月の間に行けたでしょうか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 申しわけないんですけど、今のところ各地区っていうのは回ることができ

ておりません。日程調整等、いろいろしているんですけども、なかなか相手方との話の部分
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で、ただ出先で区長さんに会うと、またいろいろと伺わさせていただきますっていうことも言

っているんですけども、なかなかそこまでいかないと。年内のうちに何とかしたいというのは

自分の気持ちの中では持っております。 

 そして、まちづくりというのは、例えば各種団体の方が来て要請を受ければ、そこへ行って

皆さんのまちづくりに対することは、前の議会のときだったか、そういう答弁したと思うんで

すけども、そこへ伺って、できる限り皆さんとの声を聞いていくと。あと、主にやっているの

は今６カ町村地区の中でまちづくり推進協議会の中の今区長連合会の中でそれはいろいろと意

見をもう、私も２回ぐらい回らせていただいておりますので、またそういうとこは副町長も通

じて、主体になって、いろいろな意見を吸い上げたものを行政に反映できるものはやっていき

たいと、そういうふうに考えております。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） わかりました。お忙しいということで、多分そのようなお返事だと思っ

たんですが、今後よろしくお願いいたします。 

 ただし、このまちづくりの今の委員会等、主に区長さんが中心なんで、やっぱり区長さんが

すべてその地区、その時点での代表であっても、地区の意見を代弁しているわけでもないんで

すね。特に人口の多い区やったら、区長さんっていうのはもうそのごく一握りの区の役員さ

ん。 

 だから、多くの住民の方でやっぱり町に対して意見を言いたいとか、聞きたいという人がた

くさんいらっしゃると思うんで、何とか地区懇談会のような形でちょっと大人数の入れるよう

な会合を、特にこの病院問題があるんで、急ぎやっぱり周知する必要が、周知っていうんです

か、意見を聞く必要があると思うんで、やっぱりそれはもう急ぎで、これはもう本当に病院問

題の意見を聞くということで、もう義務としてお伺いいただきたいと思うんですが、いかがで

しょうか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 先ほど言いましたように、年内にそういうとこを回って、こういう話題を

提供していろいろなことを聞いていきたいというのは私の希望としてあるんですけど、その辺

の実行性というのは50％になるのか、60％になるんか、持ち越していくんかっていうのは今の

とこはっきりと答えることはできませんけれども、そのような形で私は進めていきたいとは思

っております。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） 今の町長、努力するという言葉をちょっと信用するしかないんですけど

も、これから夏暑い時期過ぎて、秋の陽気涼しくなったぐらいからだと、そのころになるとま

た９月の議会、また病院の問題が進んでしまっている可能性があるんで、やっぱりそれまでに

できないのかなあという思いがあります。 

 そして、やはり情報公開っていうのが大事やということだったんですけど、前回我々住民の

会というのをつくりまして、私も共同の代表をやってまして、議員になったんで、もうそうい



－156－ 

う住民組織の代表っていうのは都合悪いということで代表を引いて、今は代表ではないんです

けど、町長との基本的な政策で政策協定っていうのを結んだ、その一番の眼目が住民参加でガ

ラス張りの町政推進っていうことで我々合意したんで、これはやっぱり町長就任後もこの協定

っていうのは生きてると思うんで、やはりガラス張りの町政推進ということで住民参加を強く

訴えていきたいんです。 

 今までのグリーンピア問題や合併問題、やっぱりトップダウンっていうことでそういう問題

が起こってきている。だから、今回の病院建築もトップダウン、今後またクリーンセンターの

建築も仮にやるとして、それもトップダウンのような形でなっていかないように、それとあと

住民参加っていうことでは住民が参加するっていうことで、そういう町の大事業に住民が意見

を言うっていうことで、住民はその建物や事業に対してこれ自分のものっていうふうに、住民

も逆に町を応援してくれる。だから、町が勝手につくった施設じゃなくて、自分らの意見も取

り入れてくれた施設やと思ってもらうと、その施設を大事に使おうとか、それを盛り上げよう

とか、そういう住民の協力も今後得られるっていうことで、どっちにとってもええことだと思

いますので、だからとにかくスピード感というのを優先よりも、やっぱり時間をかけると。そ

れがもう最終的にゴーサイン決まったら、その後建設はもう超スピードで急いでいただいたら

ええんやけど、プロセスはもうどうしても省かないように、ぜひお願いしておきたいと思いま

す。 

 それと、もう一点住民との直接の対話はちょっと無理にしても、目安箱っていう大変ユニー

クな発案されまして、それについてちょっとお尋ねしたいんですけど、どれぐらいの投書があ

って、どんな意見が多かったとか、あとそれを広報等に発表するっていう作業はどうなってい

るんでしょうか。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 目安箱に寄せられたの、ほんまに数十件できかないぐらい、まだ１階の目

安箱にも相当入っておるんですけど、まだそれは今議会中なんでようあけてないんですけど

も、また終わればあけてじっくり見ていきたいと思うんですけど、今寄せられてあるもんで言

えば、町のホームページに記載することももう準備しております。そして、町広報紙の中で

も、本当に紙面少ないんで、抜粋したものを広報の中へも載せていきたいと、そのように考え

て、今いただいているのでは巡回図書館を下里のほうで出張所へ置いてくれっていうこともあ

るので、そういうことの回答も書いておりますし、デジタル放送についての料金が高いさか、

交渉して安くしてくれということについても、今努力しているというようなことも回答の中で

やってますし、よく無線放送の中でもスピーカーの近い人はうるさいっていうような、なかな

か解決はできんのですけども、そういうことについてもいろいろと回答としては書いておりま

す。あといろいろな何件も来ているんですけども、観光から町の小さな出来事のことまで来て

いるんですけども、ただ一番今回多いかったのは、議会の議員定数のことが投書の中でもたく

さんありましたんで、その辺についてはまた整理して議長のほうへ御報告して議会の人にも見

ていただいたらとは思っております。 
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○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） その内容、公表できる、個人名が入ったようなもの以外で広報等のホー

ムページや配布物での発表っていうのはどのような段取りを、課長。 

○議長（森本 夫君） 総務課長潮崎君。 

○参事（総務課長）（潮崎有功君） 今町長から申し上げましたが、ホームページと町の広報への

掲載を予定してございます。 

 ホームページにつきましては、ただいま準備中でございまして、今月中に掲載できる予定と

なっております。 

 それと、町広報につきましてはスペースの関係がございますので、そういう御意見、提案等

が多いかった場合は抜粋になることもあり得るかなと考えております。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） わかりました。 

 それともう一つ、ちょっとこれは当局に提案ですけども、我が町は合併問題以来、住民の方

のまちづくりに対する意識っていうのが今までは低調だったと思うのが目覚めてきた。まだ高

まっているっていうまではいってないと思うんですけどね。今後こういう病院やクリーンセン

ターというような大型の事業を行うっていうことで、また住民がいろんな町の財政問題ですと

か、いろいろやっぱり関心持って、住民の自治意識っていうんですか、町に対する情報公開で

すとか、さらにはいろんな協議に参加させろとか、そういう要求が高まってくる、これは非常

によいことだと思うんですよね。ただし、町長や議員っていうのは選挙のときは開かれた町政

を目指すとかっていうの、選挙のときのまくら言葉的な公約として訴えるんですけど、実際に

当選してみると、それを実行しないっていうんか、忘れてしまってる。だから、これはだれが

町長になろうとも、そういう体制が不変のもので、開かれた町政っていうのが町に不変なもの

にあるためには、それを条例化したらよいと思うんですね。 

 実際住民の自治意識を高めるために自治基本条例って言われてる、自治体によってはまちづ

くり基本条例だとか、住民基本条例、いろんな名称があるんですけども、平成13年に北海道の

ニセコっていうところが最初につくったっていうんですけど、今もう20、30以上の町がそれを

制定しているところが多いんですけども、できたら我が町も、本当は下からの住民の盛り上げ

で住民からそういう要望があってつくるっていう形が一番ええのかもしれないんですけども、

逆に町が住民に積極的に保障するんで、どんどん意見を言ってください、町政に参加してくだ

さい、いろんな事業に、協議に意見を言うてくださいっていうことを逆に上から促すっていう

意味でも、そういう条例の制定の研究をしていただいたらと思うんですけども、いかがでしょ

うか。 

○議長（森本 夫君） 総務課長潮崎君。 

○参事（総務課長）（潮崎有功君） 今御指摘の住民基本条例でしょうか、本町におきましては少

し勉強させていただきたいと思います。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 
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○１１番（曽根和仁君） いきなりの要望だったんで、ちょっと準備があれだったかもしれないん

ですけども、また今後とも私のほうもいろいろ研究して要望していきたいと思います。 

 それで、同様にやっぱり住民の自治意識の高まりっていうことで、昨年度色川の区長さんか

らしゃべり場っていう提案がありまして、山縣議員さんに司会をやっていただいて、３回やっ

たんですけども、これ成功だったか、失敗だったかっていうの結論を出すにはまだ早いと思う

んですけど、今年度もまた同じ色川の区長さんからやっぱり同様の企画をやってほしいと、た

だし前回は合併協議のさなかっていうことで、あの協議自体がちょっと色をつけて見られたん

で、もうそういうことを抜きで、町の活性化っていうことを自由に協議する場でやってほしい

ということを要望を受けております。最初はそれ議会で請願という形で出してほしいと言われ

たんですけども、ちょっとそれでは大げさなんで、要望書という形で今出てることなんですけ

ども、やはりそれも住民意識の高まりで、彼らはやっぱりどっかしらで自分たちの意見を町に

対して言いたいと、そういう場がないということで非常にもどかしい思いをしているっていう

ことなんで、やっぱりぜひ協力してあげたいなあと思っております。 

 それと最後、最後じゃなくってもう一回ちょっと病院やクリーンセンターの問題とちょっと

絡むんですけども、今後そうした大きな事業が仮に、まだ決まってませんけども、そういう事

業を推進する場合には当然それの準備室っていうようなものをまずつくって、そこにスタッフ

を集めてそういう仕事にかかると思うんですが、その場合役場の人事のことはどうなっている

かわからないんですけども、できたら、当然トップは課長さんクラスがなると思うんですけ

ど、そこに今後町を担っていくような30代とか40代の若い職員を配置して、その職員がそうい

う難しい、大きな仕事をやることで伸びて、将来役場のリーダーになれるような、そういう何

ていうか、大胆な人材の配置っていうのをぜひやっていただきたいと思うんですけども、その

点についてお答えをお願いします。 

○議長（森本 夫君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） その点についても総務課長といろいろ検討して、きょうもまだ準備室つく

るのにどういう人員配置がええかというのを今議論しているところで、若手を起用したらどう

なということも総務課長と今話をしております。ただ、トップになる人間は副課長か企画員ク

ラスっていうようなことも選考の中で今考えておるんですけども、まだまとまっておりません

けど、議会終わり次第、早急にその結論も出してやっていきたいとは思います。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根君。 

○１１番（曽根和仁君） ありがとうございました。今回その事業、果たしてこれスタートする

か、しないか、わからないんですけど、もしするとしたら、それを通じて職員が成長してい

く、それを大きく期待しております。 

 ほで、今度最後になるんですけど、ちょっと質問事項の中に入れてなくて、きのう、きょう

の新聞を読んでにわかに思いついたことなんで、一つだけ言わせていただきたいんですけど、

きのうの紀伊民報とけさの朝日新聞を見て、地方欄なんですけども、すさみ町にあるエビとカ

ニの水族館っていうのがもう来春で閉館っていうの載ってました。これは熊野博以来やってる
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らしいですね。すさみ町が1,000万円ぐらい当初は委託費を出していたのが、だんだん経営が

苦しくなってきて、すさみ町のほうがなかなかしんどいということで、それ1,000万円を500万

円に減らしてしばらくやってたんですけども、それも苦しいということで、いよいよもう来春

閉館ということになったそうです。一応今これを委託を受けてる業者は引き続きすさみ町に残

って、水族館ができなくても研究は続けたいということを言っているということとすさみ町も

金銭的には援助はできないけど、側面から支援したいと言うてるんで、これすぐこの業者が撤

退するかどうか、読んだ限りではわからないんですけども、もう非常に、私も１回行ったこと

があるんですけど、小ぢんまりとした水族館ですけども、非常にユニークなんですね。私は、

これ那智勝浦町の、特に勝浦地区なんかにそういう施設があったら、やはり観光客さんが町な

かを歩いたときに非常に目玉的な、楽しめるという、そういうのになるかなあと。勝浦地区に

今駅周辺にそういうのがないんでね。せんだっては太地町の学芸員さんから何でマグロ資料館

みたいなのをつくらなかったんかっていうことを挑発的に言われて悔しかったんですけど、言

うとおり、そういう時間もつぶせて勉強にもなって、子供も大人も楽しいっていう、そういう

のが勝浦地区にない。 

 ちょうど今県の栽培センター、あそこが撤退していくっていうことで、あれまだ古いといっ

ても立派な施設なんで、今このすさみ町の水族館が入っているのも場所は県の施設っていうこ

とで、これは夢みたいな話じゃけど、もしここがすさみ町があかんのやったら勝浦へ引っ張っ

てきて誘致できたら、一つの観光のっていう、そんなことをふと思いましたので、またそんな

ことも何か念頭に入れておいていただければありがたいと思います。 

 以上で私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（森本 夫君） 11番曽根議員の一般質問を終結します。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              11時29分 散会 

 


